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対応可能なもの

■ 研究業績等
【論文】
・  学術論文 「カルバペネマーゼ産生腸内
細菌科細菌（CPE）のディスク拡散法
を用いたスクリーニング検査に関する
検討」 感染症学雑誌 91:14-19 （共
著）:2017/01

・  学術論文 「Susceptibility of various 
oral antibacterial agents against 
extended spectrum β -lactamase 
producing Escherichia coli and 
Klebsiella pneumoniae」 Journal 
of Infection and Chemotherapy 
20(1):48-51 （共著）:2014/01  

・  学 術 論 文 「Epidemiology of 
Escher ich ia  co l i ,  K lebs ie l la 
species, and Proteus mirabilis 
strains producing extended-
spectrum β -lactamases from 
clinical samples in the kinki region 
of japan.（ 査 読 付 ）」 American 
Journal of Clinical Pathology 
137(4):620-626 （共著）:2012/04  

・  NAD（P）H の使用により約5時間で薬剤耐性菌の検出と型
別が可能となる。

・  汎用性が高く一般の検査室でも実施可能であり、検査コストも
低価格になる

■研究・技術のプロセス　■研究事例　□研究成果 □使用用途・応用例 □今後の展開

研究の詳細

　これまでの研究の中で、薬剤耐性菌の中でも腸内細菌科細菌における抗菌薬分解酵素（βラクタマー
ゼ）を産生する菌に着目し、そのスクリーニング検査法を確立してきました。また、最新の測定法で
ある質量分析器を使用した検出方法についても検討を行ってきました。
　しかし、抗菌薬の適正な選択や病院内感染の伝播予防には、更なる迅速な検出と型別が必要となり
ます。本研究では、今までに使用されていない微生物のエネルギー代謝を利用し、各種薬剤の耐性と
耐性因子に対する様々な阻害剤を組み合わせることで、検出と耐性因子の型別が同時に可能になると
考えられます。

　近年、薬剤耐性菌の増加が世界的に問題となっており、2050 年には薬剤耐性菌の罹患者は
1000万人（現在は70万人）を超えると言われています。その予防策として抗菌薬の適正な使用や
医療施設における薬剤耐性菌の拡散防止があります。
しかし、それらの予防策を早期に行うためには、薬剤
耐性菌を正確かつ迅速に検出することが最も重要と考
えられます。薬剤耐性菌の迅速な検出法の開発は世界
的にも目覚ましく発展してきましたが、感度・特異度
や詳細な耐性因子の型別、検査コストなど様々な問題
を抱えています。
　本研究では、これまで着目されていない微生物のエ
ネルギー代謝を利用した検出方法（NADHの還元能
による水溶性 formazan の生成）を利用した、迅速な
薬剤耐性菌の検出法および型別法を開発し、臨床検査
への応用を目指しています。

Antimicrobial Resistance Bacteria の
迅速検出に挑む
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図1　薬剤耐性の危険性

図2　蛍光色素を使用した迅速検出法
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